
個人、団体からの来信 2019年４月28日

教団より、定期便／宣教区会議の議事録および宣教区会議公示他／
2019年４月28日 第一礼拝(午前8:00～) 第二礼拝(午前10:30～) 夕拝(午後7:30～) 学園バザーの駐車場所について連絡／新潟福音放送協力会よりニュースレターNo.256／

ライフセンター新潟書店より、連休中の営業日案内／松原湖より、夏季キャンプ案内他

先 週 の 集 会 出 席 者 数

４/21(日) 教会学校
幼児男子－ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 男児計－ 成人男性－
幼児女子１ 小学女子２ 中学女子－ 高校女子－ 女児計３ 成人女性１

第一礼拝 男２ 女２ ４/８(月) ※月に一回、書道教室を開催
第二礼拝 男14 女21 ４/22(月) 月 曜 家庭集会 男２ 女３
(子ども) 男児２ 女児５ ４/24(水) 水 曜 祈 祷 会 ※都合により休会
夕 拝 男２(求１) 女１ ４/26(金) しゃべり場タビタ 男－ 女３

４/26(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女３

諸 集 会 の ご 案 内

書 道 教 室 ※月に一回、書道教室を開催 書の指導：藤田 美保姉
月 曜 家 庭 集 会 ４/29(月･祝) （休会）
バルナバ祈祷会 5/1(水･祝)午後7:30 『詩篇』141篇 司 会：片山 勝三兄
しゃべり場タビタ 5/3(金･祝)午後1:30 （休会） 問合先：長谷川睦子姉
金 曜 祈 祷 会 5/3(金･祝)午後8:00 教会堂 ４月は茶道準備もします
５/５(日）復活節第３主日
第一礼拝 司 会

：近 伸之牧師
音 響：片山 勝三兄 聖餐準備：笹川 清子姉

午前 8：00 説 教 献 金：沼田佐代子姉 配 餐：片山 健司兄
教会学校

担 当：佐藤 繁実兄 ※ 当
午前 9：00

聖餐礼拝 司 会：近 伸之牧師 映像・音響：片山 浩司兄 感謝祈祷：横堀 正美兄
午前10：30 集 会：長谷川睦子姉 聖餐時配餐：片山 健司兄

（山岸あけみ姉) 説教の録画：近 伸之牧師 ※掃除当番は下表参照
教会学校奉仕 4/28［近牧師］ 5/ 5［佐藤兄］ 5/12［近牧師］ 5/19［片山姉］ 5/26［佐藤兄］

第 一 礼 拝
司 会

：近 伸之牧師
音 響：片山 勝三兄 聖餐準備：片山 健司兄 掃除当番順 4/28［小山姉］ 5/ 5[佐藤姉] 5/12[長谷川姉] 5/19［山岸姉］ 5/26［横堀姉］

説 教 献 金：沼田佐代子姉 配 餐：片山 健司兄 主日の予定 ＣＳ教師会 愛餐後

司 会：山崎 敬典兄 映像･音響：片山 健司兄 Ｃ Ｓ 担 当：近 伸之牧師 定例役員会 会計後
集 会：笹川 清子姉 説教の録音：山岸あけみ姉 夕拝 司 会

：近 伸之牧師
礼拝箇所

集 会：長谷川睦子姉 説教の録画：近 伸之牧師 ※掃除当番は右表参照 午後 7：30 説 教 『詩篇』139篇１-12節

報 告

１．本日の予定

主日礼拝の恵みを感謝します。みことばの恵みをかみしめて歩みましょう。本年は諸般の事情により、木

南先生が第四主日の賛美指導に来られなくなりました。ご了解ください。なお、本日16：00より亀田キリスト

教会において新潟ランチョンの聖歌隊練習が行われます。よろしくお願いします。

２．今月の来会者

４月１４日（日）主日礼拝に塩田和子さんが出席されました。４月２１日（日）イースター特別礼拝に戸井愛

子さん、中村 正さん、そして同日の夕拝に佐藤慶也さんが出席されました。

３．個人消息

小山千春姉のお母さま、大竹タイさんが４月22日に天に召されました。ご遺族に主の慰めがありますよう

に祈りましょう。

４．

説 教 メ モ
１.堀（水路）が張り巡らされた国際商業都市バビロンでの生活を回顧する詩篇。捕囚民イスラエルは、神へ

の嘲りを受けながら７０年間、その偶像と愚弄がはびこる町で生き抜き、最後には勝利を得て帰還した。
２.捕囚の苦しみを支えたのは、神への賛美と感謝だった。賛美を宴の余興と用いることは拒みつつ、神の民

としての誇りとして賛美を忘れなかった。人は苦しみの中にある時こそ、賛美と感謝がとぎすまされていく。

３.後半の激しい「のろい」の祈願に私たちは驚くが、同じ唇から賛美とのろいが生まれる。そして生まれつき
人間はだれもがその両面を持っている。しかしイエス・キリストにおいて、死は勝利にのまれ、のろいは賛美

にのみこまれた。私たちのすべてを受け止め、十字架で身代わりとなったイエスを信じて救いをいただこう。

今週の暗唱聖句
「わたしに従いなさい」（『ヨハネの福音書』２１章１９節）

［敬和学園の学生用］ 牧師のサイン欄 （ ）

前 奏 （新聖歌４１）

‥‥‥‥招きのみことば 『コリント人への手紙 第一』１５章５４－５８節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥※開 会 の 賛 美 新聖歌２０「主の真実はくしきかな」 一 同
まこと

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※信 仰 告 白 「使徒信条」（新聖歌p.826） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 賛 美 新聖歌１２３「救いの主は」 一 同
ぬし

‥聖 書 朗 読 『詩篇』１３７篇１－９節（旧約1044頁・週報裏面に掲載） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥説 教 「賛美がのろいを飲み込んだ」 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥※応 答 の 賛 美 新聖歌３３６「日暮れてやみはせまり」 一 同
く

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 献 金 （新聖歌５８） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 横堀 信子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 案 内 （来信・集会案内） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 （来会者紹介・報告・暗唱聖句） 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌６２「天つみ民も」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派 遣 の 賛 美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

※後 奏 （新聖歌５９－７）

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立お願いします）

復活節第２主日 第二礼拝



137：1 バビロンの川のほとり、
そこで、私たちはすわり、
シオンを思い出して泣いた。
２ その柳の木々に
私たちは立琴を掛けた。
３ それは、私たちを捕らえ移した
者たちが、
そこで、私たちに歌を求め、
私たちを苦しめる者たちが、
興を求めて、
「シオンの歌を一つ歌え」と言っ
たからだ。
4 私たちがどうして、
異国の地にあって主の歌を歌えよ
うか。
5 エルサレムよ。
もしも、私がおまえを忘れたら、
私の右手がその巧みさを忘れるよ
うに。

『詩篇』137篇（1－9節） (新改訳第三版 旧約聖書p.1044）

6 もしも、私がおまえを思い出さ
ず、
私がエルサレムを
最上の喜びにもまさってたたえな
いなら、
私の舌が上あごについてしまうよ
うに。

7 主よ。エルサレムの日に、
「破壊せよ、破壊せよ、その基ま
でも」と言った
エドムの子らを思い出してくださ
い。
8 バビロンの娘よ。荒れ果てた者
よ。
おまえの私たちへの仕打ちを、
おまえに仕返しする人は、なんと
幸いなことよ。
9 おまえの子どもたちを捕らえ、
岩に打ちつける人は、なんと幸い
なことよ。
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毎週土曜日 朝５：１５～５：４５ ＢＳＮテレビにて放送中

☆24時間テレホン『でんわ世の光』 025（272）3592

５/４（土）「子どもたちの未来を救う」木内真理子さん

世界の貧困･飢餓･紛争に苦しむ子どもたちを支援している特定非営利活動法
人ワールド･ビジョン･ジャパン（WVJ）の働きを紹介します。今回は一昨年、
WVJの事務局長に就任した木内真理子さんに、チャイルド･スポンサーシッ
プの働きについて、またどんな思いで働いているかを伺います。

Broadcast for Expanding Gospel into Niigata 豊栄キリスト教会は、 を祈り
BEGiN。ここから始まるあなたの伝道。 と献金で支援しています。

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

ホームページ： http://www.toyosakakyokai.net
電子メール： info@toyosakakyokai.net
ブログ： http://www.toyosakakyokai.sblo.jp
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2019年度教会目標 「次世代への継承」
父母の信仰を子どもたちに伝えよう。キリストを信じて生きる幸いを次世代に引き継ごう。

「あなたに仕えているヌンの子ヨシュアが、そこに入るのだ。彼を力づけよ。
彼がそこをイスラエルに受け継がせるからだ」（申1:38）


